
A班：古文書そのものを活用する

「浜田郷土資料の保存と展開
城と偉人をめぐって」



「水郷の生活と船」展

・千葉県立中央博物館大利根分館で行われた展示
・古文書の内容を四コマ漫画で紹介する
・漫画には時代背景と資料の主題を盛り込み、 現代との違い

にも気が付いてもらえるようなまとめ方を目指した

https://www.i-
repository.net/contents/outemon/ir/504/504160306.pdf



古文書解読コンテスト

目的：古文書の解読を推し進めるとともに、その価値を広く
知ってもらうこと https://www.komonjo-contest.com/



古文書の修理体験
https://www.at-s.com/event/article/experience/1517207.html



古文書の解読

イベント内容 ～中学生・高校生の部～
【江戸時代のくずし字を自学自習できるスキルを身につけよう】

江戸時代の文字を活字で読み、
次に実物史料に挑戦します。
さらにインターネットを活用
して独学するスキルを紹介します。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000073.000121129.html



古文書の解読イベント(in浜田)

運営
・政策企画課
・まちづくり社会教育課
・教育部
https://www.city.hamada.shimane.jp/www/window/index.html

開催場所
・まちなかプラザ
・島根県立大学 講義室
・浜田市役所



このイベントの目的

• 浜田の歴史、古文書、興味を持ってもらう
• 江戸時代の崩し字を自学自習できるスキルを身に着け
る

• 実際の資料に触れて理解を深める
• このイベントを通して学んだスキルを活用し、さらに
自分で学ぶことができる

• 結果・・・特に中・高校生が浜田の歴史的文化への理
解を深めることにつながる



このイベントによる効果

＜参加者＞
・古文書の解読を実践的に
・実物に触れるきっかけとなる
・浜田市の歴史を解読できる

＜浜田市＞
・古文書の解読がすすむ
・古文書などの管理の現状が分かる
・イベントをきっかけに他の企画に繋がる



A班企画書
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1.企画概要

【目的】
・浜田の古文書、歴史書に興味を持ってもらう。
・崩し字を自分で解読するスキルを身に着けさらに学びを深める。

【企画内容】
・実際の歴史書や古文書を解読。
・解読した文章の深堀り。

【対象】
浜田市内の学生、一般の方



2.企画の詳細(１) 初回宣伝イベント案①
初回の宣伝イベントはしない！→インパクトがあるイベントを考えれなかった…

【イベント内容】浜田市の教育委員会に政策提言
浜田市の普通科高校に新たに新学科を設立することを検討する
ー例ー 浜田高校に普通科と地域歴史学科(新設)
○地域歴史学科…浜田市のアーカイブズを活用し探求的な学びを実践的に行う
○メリット…ターゲットが学生、授業なので継続的な古文書の解読、宣伝効果

ー参考ー
文部科学省の「新時代に対応した高等学校改革推進事業(普通科改革支援事業)」
指定校に選ばれるための企画

【会場】市内の高等学校(モデル校を選択)
【講師の方】 先生、市役所職員、地域の歴史好きな高齢者
【運営】浜田市の教育委員会
【実施期間】3年間



2.企画の詳細(２)

事例
隠岐島前高校 文部科学省の普通科改革支援事業による地域共創

科の追加（予算1億1200万円）

地域共創科
→「地域DAY」という週1日地域で実践活動ができる日がある

授業として地域とつながることができる
地域のことを知るとき、その場所の歴史を学んだうえで赴く



2.企画の詳細(３) 初回宣伝イベント案②
【イベント内容】

徴収した参加費の総額を賞金に古文書解読コンテスト。
参加者にはコピーした古文書の一部を渡す(各グループ1枚) 。
ミニゲーム(クイズ)をクリアする度解読のヒントがもらえる。
一番最初に解読できたグループに賞金授与。

【会場】 県立体育館

【運営】 浜田市 教育委員会

【実施期間】 数時間

【対象】 古文書が読めない一般人



2.企画の詳細(４)
イメージ



2.企画の詳細(５) 定期開催イベント

【イベント内容】 講師による浜田市の古文書解読講座

【会場】 浜田市まちなか交流プラザ

【講師の方】

【運営】 浜田市 教育委員会

【実施期間】 １年



2.企画の詳細(６)
平成 29 年度群馬県立文書館 古文書解読講座調査 結果報告
（2018 年 8 月 1 日）群馬県立文書館運営協議会 ※web 版
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/50461.pdf

調査対象期間：平成25～29 年度 回答：35 市町村（回答率100％）

平成 25～29 年度に古文書解読講座を「開催している、または以前に開催したことがある」市町村は 7 市町村。

開催状況…「毎年継続」は4 市町村しかない（桐生市、伊勢崎市、中之条町、玉村町）。
3 市町村（高崎市、館林市、嬬 恋村）は「不定期に開催」である。

主催者名…会場となっている公民館、図書館、博物館・歴史民俗資料館。また、教育委員会、
テキストの古文書を所蔵 している歴史民俗資料館。

募集定員…毎年継続している4 市町村のうち3 市町村は20～30 人。これは、不定期開催の3 市 町村のうち2 市町
村が50 人や100 人（実際には120 人受入）のように、比較的多いことと対照的である。

講師…市町村の社会教育講師、元高等学校⾧、元市史編纂専門委員、図書館職員、地域内の講師、地域外の講師、
住民。なお、平成29 年度の場合、文書館職員が講師を勤めた例は3 市町村あった。

受講料…受講者一人につき 現在は全ての市町村で無料である。

成果…受講者の高い評価が目立った。解読学習団体が誕生した、という成果も寄せられた。また、 そういう記
述がなくとも、毎年開催の背景には受講者の一定の評価、人気があると思われる。

問題点…「毎年開催している機関では、参加者が高齢者のみで、メンバーが固定化 されてしまったという指摘が
最も多かった。つまり、新規受講者が少なく、特に毎年開催している機関では先 細り現象が目立つということで
ある」（平成 7 年度調査／「（受講者の）固定化」は 3 件、「高齢化」は 2 件の 回答）。



費用・効果

【費用】
・古文書修復費
・古文書解読費
・講師への謝礼金
・テキスト代
・会場代 等

【効果】
・市民が浜田の古文書、歴史書に触れる機会の増加
・古文書の活用



課題

【 初回イベント(宣伝) 】
・人が来る可能性が低い。

【 定期開催 】
・継続して来てもらえる可能性が低い



課題の解決策
【 初回イベント(宣伝) 】
・景品を用意する。
・明確で魅力的なテーマ設定
【 定期開催 】
・参加者のニーズを把握する。
・参加者のハードルを下げる
・



スケジュール

月に1回の開催
5月～9月の暑い時期

理由
・ターゲットとなる高齢者はエアコンが苦手な人が多い
→参加することで高齢者の熱中症を予防・市民の様子を見れる
・学生の夏休みに被せる
→興味を持った学生（若い層）が増える



補強案

・YouTubeチャンネル開設

・インスタ等のSNSを活用した情報発信

・この教室以外でも古文書の解読が自由に行えるような環境
あづくり(図書館に古文書の解読スペースを設ける等)



参考データ
【フォーマット】

https://copywriter-college.com/advanceplan/
【企画概要】

【企画の詳細】
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/1366335_0000
3.htm
https://ama-town.note.jp/n/n484daff7a544
https://www1.pref.shimane.lg.jp/education/kyoiku/iinkai/joho/kengikai/
reiwa5.data/reiwa060307.pdf
https://www.city.hamada.shimane.jp/www/contents/1001000000346/index.html
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/50461.pdf

【費用対効果】



参考データ
【課題】

【課題の解決策】

【スケジュール】
https://colet-lab.jp/column/cloumn-event/event-schedule/

【補強案】
https://www.city.hamada.shimane.jp/www/window/index.html



「浜田郷土資料の保存と
展開
城と偉人をめぐって」
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